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 鈴木一則議員の質問 

 

 

○浅野敏明議長 順位１番、議席番号１番、鈴木

一則議員。 

  （１番鈴木一則議員登壇） 

○１番 鈴木一則議員 政新長井の鈴木一則でご

ざいます。このたびは、会派を代表し、質問さ

せていただきます。よろしくお願いいたします。 

 新型コロナウイルス感染は、感染力の強いオ

ミクロン株により第六波の感染拡大の終息がな

かなか見えません。３回目のワクチン接種が思

ったほど進まない影響や、ウイルスの特徴とし

て若年層への感染が早いなどが上げられ、広が

りが早く、毎日全国で１万人を超える多くの方

の感染は今までの株にはないもので、高齢者や

基礎疾患患者の重症化も増えています。ワクチ

ン接種がやはり有効という結果も出ていますの

で、感染防止対策とともに早期のワクチン接種

を市民皆さんが積極的に進めていただくことが

抑止となり、終息となるよう願うところです。 

 また、この冬の寒波襲来は、この週末にかけ

て11回目ということで、厳しい冬になりました。

統計上では多くても８回程度ということですか

ら、大変多いということです。これは、赤道付

近の海域での海面水温が低い状態が続くラニー

ニャ現象により日本上空の偏西風が南に蛇行し、

寒気が流れ込みやすくなる影響が顕著に出てい

るとのことです。降雪量も多く、除雪時の事故

や雪害も多くなっています。今後は、融雪によ

るなだれ等の注意も必要です。今回を最後に、

穏やかに光注ぐ春が待ち遠しいです。 

 私の質問は大きく２点です。明快なご答弁、

よろしくお願いいたします。 

 初めに、内谷市政のこれまでの実績と今後の

市政運営について伺います。 

 最初に、公共施設整備がほぼ終え、これまで

の市政運営の実績と評価について伺います。 

 市長１期目のスタートは、財政再建中であり、

集中改革プランへの取組により、市民の皆さん

には大変な我慢をいただきながらも、できる限

りサービスの低下とならないよう苦心した時期

であったと思います。予算編成もままならず、

当時から市庁舎や給食共同調理場などの公共施

設の老朽化が課題となっていましたが、整備の

余裕は全くなかったし、補助制度もありません

でした。このような公共施設整備が実現すると

は誰も思っていませんでした。 

 財政再建のめどがついてきた２期目以降には、

ようやく投資的な施策の展開ができるようにな

り、特に新たな産業として観光に着目し、観光

振興計画を策定したことが今の長井市のまちづ

くりのきっかけのポイントになったと私は考え

ます。計画実現のため、国の交付金事業である

都市再生整備計画事業により、観光交流センタ

ーなどの整備が計画され、また、中心市街地活

性化基本計画の認定は、街路事業や関連の都市

機能の整備を後押ししました。 

 東日本大震災後も大規模な水害や地震があり、

国の予算も、復興のほか、防災や耐震化など予

防的予算が組まれるようになったこともあり、

国の指針に基づき公共施設整備計画が策定され、

10年間の整備スケジュールなどを示し公共施設

整備がスタートしました。その間、各省庁への

職員の派遣により情報の収集を行い、財政負担

の少ない事業を活用した整備の展開とともにＰ

ＦＩをはじめとする新たな整備手法も取り込ま

れ、財政負担の軽減と平準化を進められました。 

 このように、時期を逃さず素早い判断と準備

がなければ、長井市のような財政規模の小さい

自治体では短期間にできなかったことであり、

達成されたその努力と英断に敬意を申し上げま

す。 

 なかなか進められなかった公共施設整備につ

いて、当時市長は、その時々の市長が先送りを
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してきたという発言をされていました。そのた

め、市長の決断に当たっては、相当の決意とと

もに将来への思いがあったと思います。私は、

公共施設整備は内谷市政４期の集大成、苦労の

成果であり、今後の長井市発展の礎になると思

いますが、いかがですか。内谷市政の最大事業

となった公共施設整備については、ほぼめどが

ついてきましたので、これまでの実績と市政の

評価について市長にお伺いいたします。 

 ２つ目、今後の市政運営についてお伺いをい

たします。 

 岸田政権の施策の柱に、デジタル田園都市国

家構想があります。デジタル技術の活用により

地域の特性を生かしながら地域を活性化し、持

続可能な経済社会を実現したいということです。

既に長井市では、令和２年度よりデジタル推進

室を設置し、デジタル技術の活用を率先してい

く方針を示し、最先端のデジタル技術を活用し

た社会のＳｏｃｉｅｔｙ5.0の実現に向けスタ

ートしました。昨年、その実現のためのスマー

トシティ長井実現事業に取り組んだところです。 

 このたびの施政方針では、デジタルを含め、

あらゆる分野でのＳＤＧｓの理念が提唱され、

我が国においても未来を見据えた持続可能な社

会の機運が高まっていますので、長井市も実現

に向け取り組むことを令和４年の市政運営の基

本的な考えと位置づけ、市民と共有しながら共

創のまちづくりに取り組むことも示しています。

ＳＤＧｓには、社会のあらゆる分野の課題が掲

げられているので、事業を進めるには、地域社

会にしっかり浸透して初めて価値が見え、評価

ができるものと思います。率先した事業であり、

長期にわたり成果の判断が必要であり、市政の

かじ取りが重要と思いますが、今後の市政運営

について市長にお伺いをいたします。 

 次に、大きな２番目として、公立置賜総合病

院の周辺開発整備と長井市への影響、今後の動

きについてお伺いをいたします。 

 国道113号と長井南バイパス交差点を米沢市

に向かうと、新潟山形南部連絡道路インターチ

ェンジ関連の工事の進捗が目に見えるようにな

ってまいりました。さらに車を走らせると、米

沢長井道路の長井南バイパス南端から川西バイ

パスの始まりの橋りょう工事や盛土工事により

道路の形が見えてきています。周辺では、一昨

年から大規模な圃場整備が並行して行われてお

り、一帯が大規模開発地域のような感じとなっ

ています。 

 長井市に隣接の公立置賜総合病院周辺での大

規模な開発が進められていますので、次の３点

についてお伺いをいたします。 

 １つ目、国道287号米沢長井道路整備の手法

についてお伺いをいたします。 

 来年度、予定では、新潟山形南部連絡道路の

梨郷道路が完成予定とお聞きしていますが、長

井南バイパスとの交差点処理がどうなるかなど、

整備面積が大きくて実像がまだ見えない感じで

す。昨年末に国道113号線と長井南バイパス交

差の北西角地にコンビニエンスストアが開店し

ました。入り口が国道113号側からかと思いま

したら、長井南バイパス側にも入り口ができ、

長井市側から進行してきた車が交差点手前を右

折してコンビニに入る光景を見て驚きました。

米沢長井道路は、米沢－白鷹間を30分で結ぶと

いう重要な地域内幹線道路網であり、規格の高

い路線設定と認識していましたが、これでは一

般道と何ら変わりがないと感じました。長井市

側はどうですか。今泉、河井、泉は全て側道が

整備され、直接乗り入れができないのですが、

道路構造が統一されず整備が進んでいるのでし

ょうか。 

 インターチェンジ完成後は、交通量が増え、

川西町の開発地域からバイパスに直接乗り入れ

があれば、渋滞や事故が発生し、本来の道路整

備の目的が薄れると思います。規格の高い道路

であれば、できる限り交差点を少なくするもの



 

―７３― 

と考えますが、全体の整備手法について山形県

から示されているのか、お知らせいただきたい。

技監にお伺いをいたします。 

 また、山形県道路中期計画において、広域道

路ネットワークを生かすアクセス道路の整備促

進で、国道287号、長井－白鷹間の調査に着手

されています。改築となっていますが、現道改

良か、新規ルートなのか、お伺いをいたします。 

 ２つ目、川西町メディカルタウン整備の長井

市への影響についてお伺いをいたします。 

 昨今の報道等で、長井市に隣接する川西町の

大塚地区、公立置賜総合病院周辺の土地利活用

を図る川西町メディカルタウン整備の具体的な

姿が見えてきました。まち・ひと・しごと創生

総合戦略のリーディングプロジェクトに位置づ

けた事業で、令和５年完成の新潟山形南部連絡

道路、梨郷道路のインターチェンジの開業に合

わせて、整備重点区域として約9.7ヘクタール

を設定し、商業区域約3.8ヘクタールに食品ス

ーパーやドラッグストア、複数の診療所の開院

が予定されているそうです。 

 いずれも令和４年度中に開業する予定で、今

後は、幼児施設や入院患者の家族の利用を想定

したビジネスホテルの開業も予定されています。

また、住宅区域には、県の住宅供給公社が約80

区画の造成を予定しており、22年度に17区画の

分譲が始まるということで、定住人口を400人

から500人と想定をしています。進出する食品

スーパーはヤマザワで、位置的に長井市館町の

店舗から約５キロ、川西町内の現店舗から約５

キロという中間に２店舗目として整備されます

が、長井市の南地区の商業集積地区への影響が

あるのではないでしょうか。 

 長井市の店舗も、川西町大塚地区や飯豊町添

川地区、長井市では歌丸地区、今泉地区などが

商圏と思われるので、かぶるのではないでしょ

うか。また、宅地分譲も国道113号線と国道287

号線が交わり、南陽市や米沢市への通勤も短時

間になることから、長井市からの転出が想定さ

れます。現在、長井市で進めている各種施策へ

の影響が少なからずあると思いますが、市長の

考えをお伺いをいたします。 

 ３つ目、新潟山形南部連絡道路、梨郷道路周

辺を広域のエリアとして発展させていくべきと

考えるが、どうかについてお伺いをいたします。 

 令和５年完成の新潟山形南部連絡道路、梨郷

道路のインターチェンジの開業により、交通の

利便性が上がり、それにより人の流れを加速さ

せ、にぎわいの創出が期待されます。当然、新

山道が町内を通る川西町では経済効果を得るた

めの方策を駆使するわけで、メディカルタウン

整備はその１つであり、既に民間ではマーケッ

ト性が高い判断から進出を決めている状況です。 

 長井市でも、新山道沿いに今泉地区に既存の

産業団地があり、今年度から具体化に向け動き

出す新産業団地整備が今泉駅西地区に検討され

ています。そうすると、道路沿いに川西町メデ

ィカルタウンは連続した地域となります。自治

体をまたぐ広域の地域でありますが、お互いに

メリットを出し、発展させていくべき地域とも

考えます。このエリアの展開について市長はど

のようなお考えをお持ちか、お伺いをいたしま

す。 

 以上で壇上からの質問を終わります。ご清聴

ありがとうございました。 

○浅野敏明議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 皆さん、おはようございます。

政新長井を代表しての鈴木一則議員の代表質問

にお答え申し上げます。 

 お答えを申し上げる前に、去る３月２日に鈴

木一則議員のご尊父様である鈴木昭様がご逝去

なさいました。皆様ご承知のとおり、鈴木昭様

は、長井市市政功労者であり、長井市農業協同

組合組合長はじめＪＡおきたまの常務理事など、

産業振興に大変ご功績のあった方でございます。

加えて、長井市政でも教育委員をはじめ様々な
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審議会の委員をお務めいただき、長井市の市政

発展に、そして市民福祉の向上に多大なるご貢

献を賜りました。ここに謹んで哀悼の誠をささ

げたいと思います。 

 また、鈴木一則議員には、明日がご尊父様の

告別式という大変喪中の慌ただしい中、こうい

った形で代表質問していただきますことに敬意

を表させていただきます。 

 それでは、お答えを申し上げたいと思います。 

 議員からは、私のほうに大きく４点でしょう

か、頂戴いたしました。 

 まず最初に、これまでの内谷市政の実績と今

後の市政運営についてどう考えてるかというこ

とのご質問をいただきました。 

 議員のほうからは、大変もったいないお言葉

をいただいたわけでございますが、振り返りま

すと、私も市長に就かせていただいて16年目に

なりますが、やはり何といっても長井市の昨今

の一番の転機点となったのは、平成10年からや

らざるを得なかった財政再建だと思っておりま

す。 

 当時、私は市議会議員として、また、その後、

市長もさせていただいておりますが、鈴木議員

には市の幹部職員として総務参事はじめ企画調

整課長、建設課長などを歴任されて、時には激

論を交わしましたけれども、力を合わせてこの

財政再建を果たしてきたという思いがございま

す。現在の市議会では蒲生光男議員が議員会会

長あるいは監査委員、また、議会運営委員長な

どを努めていただいてますが、当時のことを唯

一よくご存じな方で、一緒になって財政再建を

果たしてきたわけですが、議会の中には、さら

に、平 進介元議長、浅野現議長も市の幹部職

員として本当につらく厳しい財政再建を乗り越

えて、そして今日があるのだと思っております。

もちろん市民の皆様はじめ議会、そして多くの

民間企業の皆様のご努力もあったと思っており

ます。 

 そんな中で、やはり一番の課題は、私も市長

に就かせていただく前の市議会議員のときにも

申し上げてたんですが、長井市は、かつて県内

でも有数の工業都市、まずはグンゼ株式会社長

井工場があり、そして戦時中にマルコン電子株

式会社、東芝ライテック長井工場を誘致し、戦

後は協同薬品工場株式会社が本社をこちらに移

してくれたと、この３つの企業で成り立ってい

たわけですが、これらが全て現在は違う形にな

ってしまったと。特に長井市では、2000年あた

り、実際は平成12年でしょうか、平成13年です

か、その辺りから人口減少が実はほかの市町村

に先駆けて進んでおりました。国全体も2005年

あたりから減るという予測があったんですけど

も、その人口減少に対するやはり危機感という

のはまだ、大変恐縮な言い方ですが、市議会の

中にも、また、市民の中でもそういった考えは

ほとんどなかったと思っております。 

 そういった中で、私が市長に就かせていただ

いてからは、市の幹部職員をはじめ皆様といろ

いろ意見交換をして、一番のターニングポイン

トというのは、鈴木一則議員がおっしゃったよ

うに、観光振興計画をつくったと。観光振興計

画をつくるということの意味をやっぱり理解し

てもらってませんでした。やはり当時は財政再

建ということもあって、短期、せいぜい中期的

な展望しかなかったと。やはり10年、20年、30

年のそういった将来のビジョンを描けないでお

りましたんで、そこをどうするかと。人口がど

んどん減ってきますと、当然地域の経済が縮み

ます。そうしますと、より一層長井市としての

都市機能が衰退しますので、どんどんどんどん

魅力がなくなるという悪循環に陥っている時期

だったと思います。 

 そのときに、まずはソフトで、これから観光

交流でいかに長井市を元気にして、なおかつ産

業振興につなげていくかという観光振興計画、

これも実はかなり苦労して、最終的には機構改
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革をして観光振興課というのをつくって初めて

計画をつくることができました。 

 あともう一つは、やっぱりこれも議員がおっ

しゃるように、実は割と市民の皆さんの理解が

ないんですが、中心市街地活性化基本計画、こ

れを認定いただいたというのがかなり大きい。

山形県内では、山形市と鶴岡市と酒田市しかな

かったのを上山市が取って、私ども５番目でし

たけれども、これをつくることによって様々な

見える形で、あるいはいろんな施策を呼び込む、

補助を呼び込む基本だと思っております。 

 この２つの計画づくりというのが大きなター

ニングポイントですが、やっぱり一番は、財政

再建のときの教訓として、まず無計画なハード

事業は行わない、なおかつ行う際には、今まで

のような、時には単独でもしようがないってす

ぐ諦めて単独事業をやってきたということがあ

ったんですが、そういったことじゃなくて、財

源をしっかりと確保しながら、後年度負担の少

ない、そういう事業を呼び込むような様々な国

に準じた計画とか、あるいはソフトも充実させ

ながらハードを造っていくということをやって

きた成果だと思っております。これは、当然私

だけではできるものではなく、職員をはじめ、

また、財政再建中にかなり職員のモチベーショ

ンも下がっておりましたし、なおかつ情報も入

ってこなかったということで、数年かけてです

が、現在は８名の職員を国や県のほうに派遣し

て、様々な情報収集やら必要な補助を得るため

の計画づくりとか、あるいは私どもが直談判し

て、長井市ではこういう事業でこの問題を解決

するために努力してやろうとしてますんで、ぜ

ひ助言をいただきたいということでいろんな事

業を認めていただいて、大体財政再建明けた後、

箱物が多かったんですけども、土木も含めて約

40以上の１億円を超える事業をすることができ

たんだと思っております。そういった意味では、

これで終わりということではなくて、あくまで

も、まずは人口減少を食い止めるための基礎づ

くりを今行ってると思っております。 

 そういった中で、鈴木一則議員からもござい

ましたけども、岸田総理が提唱するデジタル田

園都市国家構想というのは、実はその具体的な

中身はまだないんだという話もございますが、

私はそうじゃないだろうと。きちんとした時期

が来たら明確に出してくると思うんですが、い

わゆる我々みたいな地方の小都市でもこれらに

取り組むことによって、長井市から一旦首都圏

をはじめとした大都市に行ってしまった若者あ

るいはこれから社会に出ようとする若い人たち

が、地元のことをより愛し地元に残りたいと、

そういうふうに考えてもらえるような都市像っ

ていいますか、都市機能を含めた、そういった

ものがこの田園都市国家構想にあると思ってお

りますんで、そこに今後取り組まなきゃいけな

いと思っております。 

 また、まずは市役所を、昨年おかげさまで造

ることができました、これは議員もおっしゃっ

てましたけども、本当に夢のような話で、とて

もとても考えられなかったと。公立置賜長井病

院もこの５月にプレオープンいたしますし、あ

と、隣に、今度は以前から市民の皆様からの要

望の多かった、いわゆる子育て支援の応援施設

としての遊戯施設とか、あと多機能型図書館。

これは山形県内で人口減少が横ばいか、やや増

えてるのが東根市と天童市と三川町、この３つ

しかないわけですね。特に天童市と東根市とい

うのは子育てについて、天童市はソフトもハー

ドも今すごい充実してますが、かつて東根市は、

ハードしかなかったんですね。でも、ハードだ

けでもすごく人気があったと、それは立地にも

よりますけれども。したがって、私どもとして

は、都市機能をまず高める、一番市民にとって

魅力的に映るそういう施設を令和５年の夏に完

成してオープンすることができるというのが、

この次のステップのきっかけだと思っておりま
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す。 

 加えて、いろいろございましたけれども、本

町の街路事業もおかげさまで、鈴木議員のほう

からも大変頑張っていただきましたけども、こ

れが令和５年度で完成して、令和４年度からは

駅前通りの街路事業をすることができると。そ

れによって、もう一度まちなかの都市機能を高

め、小さいお子さんからお年寄りまで安心して

暮らせるハードを造る大きなチャンスだと。た

だし、これはハードだけではもちろん駄目で、

そのためにスマートシティ長井という、デジタ

ル技術とか、今後どんどん社会に実用化されて

くるＡＩとかドローンとか、あるいはロボット

技術、こういったものを率先して取り入れよう

ということによって必ず県内はもとより東北、

国内から注目浴びますので、それと一体で進め

ることによってかなり都市の魅力は高まってく

ると。 

 さらには、デジタル技術がどんどん進みます

と、何も東京の会社に勤めてても、東京の会社

にいなくても、地方に住みながら働くことがで

きる社会が、業種にもよりますけれども、どん

どん実用化されておりますんで、そういった意

味では大変なチャンスだろうと思ってます。し

たがって、今後は我々行政側で単独でやる公共

施設整備事業というのは、もうほとんどこれか

らはかなり厳選しないと財政的にも負担が大き

くなるのかなと。したがって、今後は民間と一

緒になって民間の様々な投資を呼び込むような、

そういったまちづくり、あるいは方向性を明ら

かにしながら、民間と一緒になって、より魅力

ある長井市、そして西置賜地方の中心のまちと

して、また、置賜市の中でも、米沢市に次ぐ私

ども西のほうの核として、これからも緩やかな

人口減少に抑えて、来るべき30年、40年たてば

必ず人口減少はストップできると思っておりま

すので、そこまでに、この中央地区だけじゃな

くて、周りの５地区、これは以前、第四次総合

計画で言っていた協働のまちづくり、市民との

協働、これをコミュニティセンターを中心に、

いわゆる一緒になって共創という形で行政と地

域、そして市民の皆様と力を合わせていろんな

問題を解決していくと。そこにはデジタル技術

も大いに活用しようと、そんな将来展望で進め

てまいりたいと思っております。 

 ちょっと長々とお話し申し上げましたけども、

したがいまして、今後も市政運営につきまして

は、引き続き一番我々が注意しなきゃいけない

のは、実質公債費比率が国の規制の対象になる

18％を超えないような、そういった財政運営を

心がけていかなきゃいけないということと同時

に、新しい国の動きなども積極的に取り入れて、

若い人たちにやっぱり、ぜひ長井市に住みたい

と思っていただけるような教育であったり、子

育てであったり、あるいはスポーツとか芸術文

化が楽しめる、そんなまちに皆様と共に頑張っ

ていきたいと思っております。 

 続きまして、２点目でございますが、公立置

賜総合病院の周辺開発整備と本市への影響とい

うことなんですが、これにつきましては、鈴木

一則議員がおっしゃるように、かなり大きな影

響があるだろうと思ってます。ただし、これは

短期的な影響だろうと。 

 やっぱり私が政治を志す原点になったのは、

実はちょっとその病院なんかと非常に関連して、

あそこの病院のところに昭和50年代の初めに、

朝日幹線という鉄塔が通る予定だったんです。

大塚を通って伊佐沢に行くと。それが大塚の地

元の方が、こんなものを通したら後々地域が大

変になるということで、反対運動が起きたんで

すね。それに目をつけた今泉の某議員が引っ張

ってきたんですね。 

 実は、私はその当時、市の職員で、こんなも

の絶対駄目だということで反対運動が起きまし

て署名活動をして、請願出すというところにな

ったんですよ。ところが、どんどん進んだんで
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す。私、その後、確認したら、そんな請願出て

ないと。私も署名に書きましたんで、びっくり

しました。結果として、その原因の土地に10倍

の補償だったんですね。当時10アール当たり

250万円ぐらいだった、その10倍なんで2,500万

円だったそうです。ですから鉄塔が建ったとこ

ろは1,000万円以上もらってるんですね。あと

線下補償もあったりして、そういうようなこと

で通されてしまったんですね。 

 それが、結局、後々、平成に入ってから病院

がなぜか大変な赤字をあっという間に抱えてま

した。昭和の時代は、長井市の総合病院、時代

もあったんでしょうけども、市の交付税措置の

部分をやらなくても黒字だったんです。それぐ

らい業績があって、483床でしょうか、486床だ

ったかで置賜地方では一番大きい公立病院だっ

たわけですが、それががたがたがたがたって５

年ぐらいで、皆さんご存じだと思うんですが、

20億円の赤字を抱えてしまったんですね。 

 それで、そのときに県のほうから、置賜地方

だけに総合病院がない、県の病院がないという

ことで声がかかって、長井市が乗らざるを得な

かったということで、したがって、朝日幹線も

あそこを通ってたんで、結局、つばぜり合いで

あそこの場所ということになったわけですが、

実は今、私どもとして非常に困ったなと思って

るのは、いつの間にか企業団になって全部適用

団体になったわけですね、公益法人のですね。

そしたら、もう20年たったので、これから300

億円、400億円かけて再整備するんだみたいな

ことをいきなり言われまして、経営会議みたい

なのが年に２回あるんですが、何だ、それと、

そんな話聞いてないと。 

 病院全体が地盤沈下してるんだそうです。非

常にあそこは地盤が悪いというのは聞いてまし

た。ですから、本来であれば、そこのちょっと

西の山手のほうに造れば問題なかったんでしょ

うけども、どういうわけかあそこに造ってしま

ったと。そうすると、地盤沈下もあるし、もう

20年たったから、どんどんどんどん直さなきゃ

いけないと。そんなことだったら、もう長井市

としては、それこそ市民の皆様に問いかけて、

もうやめたほうがいいんじゃないかと。長井病

院だったら、やっぱり医師会の先生方に相談す

ればできますよ。お医者様だって、今３人しか

常勤はいないんですから。あとは、どこの病院

でも公立病院でも、今の時代、山形大学医学部

附属病院さんで協力しないということはないで

すから、だったらやってる意味がないと。 

 それは、南陽市も同じようなことを言ってま

して、こんな勝手にやられるんだったらと。そ

れに今回のメディカルタウン、これは川西町と

しては、手っ取り早くお医者様はじめ医療関係

者が近くに住むんじゃないかということと、都

市化することによって人口減少を少しでも町全

体として食い止められるというのは、これ当然

考えますんで、梨郷道路が通るときに、特例で

そのインターの周辺500メートルから１キロは

農振除外できるんです。その特例を使って川西

町のほうでああいうメディカルタウンと。メデ

ィカルタウンは公立置賜総合病院のほうの要望

だということのようですが、したがって、短期

的には長井市が幾ら前のヨークベニマル跡にヤ

マザワをということでやって断られたにもかか

わらず、あそこにはすぐ出たと。ですから、は

たから見ると、いかに長井市ってまちは魅力が

ないかですよね。 

 いろいろなところで説明すると、地区長会な

んかでも言うと笑われるんですが、若い人たち

から、回転ずしが長井市にないので回転ずしを

誘致してくれと言われるんですが、前のタウン

センターのヨークベニマル跡地、今、菜なポー

トと、それからウエルシアがありますけども、

あそこの空き地のところ、実は飲食店のファミ

レスを誘致しようと、全部断られたそうです。

それぐらい長井市というのはもう魅力がなかっ



 

―７８― 

たんですね。ただ、先ほど言いましたように、

いろんなものを我々、少しずつ整備してきて、

これからはやっぱり都市機能を充実させるとい

うことが実現できれば、黙っててもそういった

ものは集まってくるだろうと。 

 そこで一番のポイントは、教育と子育てだと。

あとは芸術文化とか生活に潤いを与えるという

ことと、もちろん安全・安心もありますけども、

そこがポイントだと思ってますんで、いずれあ

そこのメディカルタウンには負けない、どっち

に住むかっていった場合は、メディカルタウン

じゃなくて長井市に住みたいと若い人たちに言

ってもらえるような、そんなまちにしたいと思

いますし、まちなかにいろんな機能が整います

と、お年寄りの方なんかも歩いて買物したり、

あるいは市営バスとかそういったものを使って

やれる、そんなまちになるんじゃないかなと思

っております。 

 なお、技監のほうからもあるかと思いますが、

やっぱり私も、長井南バイパスの長井市部分は、

ああいう側道にして絶対規格の高い道路って守

ってるにもかかわらず、川西町ひどいというこ

とで、当時の県土整備部長に直談判したことあ

りまして、そしたら、そんなことはないですっ

て言われたんですが、後で見て、内谷市長の言

ったとおりでしたと、びっくりしましたって言

われました。それぐらい、やっぱり県のほうで

も何かそこら辺がきちっとしてないんですね。

やっぱり113号線と現在の287号南バイパスの平

面交差は非常に危険です。信号も矢印の信号が

ありませんし、そういったところをやっぱり

我々、米沢警察署管内にはなるんですが、きち

んと要望していかないといけないなと思います

し、あれも最初は立体の予定なのが、いつの間

にか平面になったということなんですが、今後

その辺も含めてしっかりと意見を申し上げたい

と思います。 

 なお、川西町の原田町長とは、やっぱり連携

してやるべきだと。したがって、あそこの公立

置賜総合病院というのは、やっぱり置賜地方の

高度医療の拠点ですので、救急救命やら高度医

療がありますので、そういった意味では、私ど

も長井市のほうは新産業団地と、それから駅が

ありますので、その駅を生かしてまた違ったま

ちづくりを今後していきたいなと考えてるとこ

ろでございます。 

 ちょっと長くなりましたけど、以上で私のほ

うの答弁を終わります。大変ありがとうござい

ました。 

○浅野敏明議長 青木邦博技監。 

○青木邦博技監 私のほうからは、国道287号米

沢長井道路の整備手法について、初めに、長井

市側と米沢市・川西町側との道路構造の統一性

についてお答えいたします。 

 一般国道287号米沢長井道路につきましては、

東北地方自動車道米沢北インターチェンジから

当市、泉を結ぶインターチェンジアクセス道路

として、全体延長19.4キロメートル、全体事業

費319億円で平成９年度より着手し、長井南バ

イパス6.3キロメートルにつきましては平成28

年３月に全体供用されております。現在は、米

沢－川西間の３バイパス区間においてそれぞれ

工事が進捗している状況でございます。 

 議員ご質問の長井南バイパスと米沢川西バイ

パスの道路構造の違いや国道113号との立体交

差化について、山形県からの聞き取り等も含め

ましてお答えいたします。 

 基本的に、長井南バイパスと米沢－川西間３

バイパスとの道路構造の違いはございません。

道路交差については、国道、県道、市道、町道

とも平面交差を基本とし、４車線、暫定２車線

で施工しております。全体として、新山道のよ

うな高盛土ではございませんので、平面交差が

可能になり、川西町地内の主要地方道高畠川西

線につきましても平面交差になります。ただし、

米沢北インターチェンジ付近や新山道交差部、
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橋りょう部前後の縦断勾配のすりつけ区間につ

きましては立体交差になり、長井南バイパスの

場合は国道113号との平面交差から八ケ森の山

を削って白川大橋、泉地点の現道のすりつけ部

分まで、この４点を結ぶ縦断勾配になっており

ますので、縦断的には比較的急勾配な箇所もあ

って側道が設置されております。今泉地内の八

ケ森自然公園や河井地区に入る交差市道につい

ては、平面交差しております。 

 また、国道113号と南バイパスとの立体交差

につきましては、現在、暫定２車線になってお

りますが、今後の交通量により４車線化も含め

て立体交差の計画が消えたわけではないという

こと、それには、新山道の開通によりまして現

在の国道113号の移管先であったり、国道287号

が優先になるのか、国道113号が優先なのか、

この主従関係も含めて実際の交通量を見た上で

の将来計画として捉えているところでございま

す。 

 続きまして、国道287号長井－白鷹間の道路

中期計画に基づく現在の考え方についてお答え

いたします。 

 新潟山形南部連絡道路や国道287号米沢長井

道路が進捗する中で、当市が置賜30分構想の中

核都市として置賜圏域全体の発展を担うために

も、この米沢長井道路を延長したいわゆる西廻

り幹線道路を重要路線と位置づけ、平成30年度、

白鷹町と合同の長井－白鷹間西廻り幹線道路建

設促進期成同盟会を設立したところでございま

す。令和元年度、長井南バイパス起点から長井

北工業団地までの国道287号と一般県道勧進代

舟場線が重要物流道路に指定され、また、国道

287号、長井－白鷹間が山形県道路中期計画

2028に前期５年以内の調査着手の方針が示され

ました。 

 重要物流道路と申しますのは、国土交通大臣

が物流上、重要な道路輸送網を重要物流道路と

して指定し、機能強化や重点支援を図るもので、

通常の道路より水準が高い特別の構造基準が設

定されるほか、災害復旧について国の代行が可

能となるものでございます。この間、西置賜道

路計画課との勉強会を重ねる中で、想定事業費

や竣工年数、参考までに、泉地内の長井南バイ

パスを起点として、時庭、平野、西根を通って

荒砥橋につながるルートは、全長が約15.7キロ

メートル、全体事業費で約210億円と試算され

ております。西置賜道路計画課の改築系の年間

予算が約５億円から６億円程度ですので、それ

らを全て費やしたとしても単純計算で約40年近

くかかるということになります。当市を南北に

縦走する基幹道路については、東側に国道348

号と重複する国道287号、中心に主要地方道長

井大江線、西に主要地方道長井白鷹線、最も西

側に市道置賜西部２号線がございます。特に

287号、森・広野バイパスにつきましては、平

成25年に竣工したばかりでございます。 

 こうした現実を鑑みたときに、従来の考え方

のほかに、今、様々な可能性を検討していく、

例えば長井市としては、主要物流道路と重なる

区間の市街地環状線的な規格の高い道路整備、

白鷹町としては、主要地方道長井大江線を鮎貝

駅周辺から現道を拡幅し、両者を五十川付近で

交差させる手法等、事業費の抑制や早期完成の

観点からも、より現実的なルートを引き続き山

形県、白鷹町、当市で検討していきたいと思っ

ております。 

○浅野敏明議長 １番、鈴木一則議員。 

○１番 鈴木一則議員 ご質問にお答えいただき

ました。 

 今、ちょっと技監のほうで気になった点があ

るんですが、国道113号と南バイパスの交差点、

私が課題とした、いわゆるコンビニエンススト

アのところなんですけども、基本的に今、右折

レーンもあり、道路規格も幅が広くて、交差点

手前で右折するという、ちょっとこれ考えられ

ないなと思ってるんです。これが結局のところ、
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将来的に立体交差という話もありましたけども、

以前からの用地買収のときに既にこの話はあっ

て、市長がおっしゃったように、いつの間にか

立体交差が平面交差で進んでるということなん

で、これはかなり問題だって私は思うんです。

実際に今、交通量を見ていただいても、348号

になってしまった、前の287号の重複道路より

もはるかにもう交通量がそちらに行ってる状況

の中で、あのように一般道路化されるというの

はちょっと私は考えられないと思うんです。そ

の点は、市長にも、県に道路行政として相当き

ちっと言っていただかないと困るのではないか

と思いますが、いかがですか。 

○浅野敏明議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 鈴木一則議員がおっしゃるよう

に、今まで長井市内じゃなくて川西町だったも

んですから、特に警察署の交通関係とか、あと、

287号は県の管理国道なんで、多分置賜総合支

庁で許可を出してるはずなんですね。あれ、か

なり危ないと。私は113号線だけかなと思った

ら、よく見たら287号のほうからも出てるんで

すよ。そうすると、交差点のところから10メー

トルもないんですね。あれ許可出していいのか

と、ちょっとびっくりしました。かなり危ない。 

 しかも、長井市側から行きますと、バイパス

が直線と右折と左折とあるんですね。３車線あ

って一番左側の車線からぴゅっぴゅぴゅっぴゅ

出るんですね。見通しもあんまりよくないので、

本当にこれ大きな事故になるということで、去

年の11月の西根地区の女性の皆さんと語る会で

も、お二人のから、あんなの許してていいのか

と言われましたんで、我々の管内ではないんで

すが、やっぱり長井市民がよく通る道路ですん

で、しっかりと県の建設部あるいは置賜総合支

庁、あとは米沢警察署のほうに要望しなきゃい

けないなと考えております。 

○浅野敏明議長 １番、鈴木一則議員。 

○１番 鈴木一則議員 長井市側の南バイパスの

ときは、河井地区では地下道を造るのもけんけ

んがくがく、それから立体化、高盛土の話も相

当な期間かけて議論して、ようやく渋々あの状

態ということなんですが、あまりにも東側のほ

うがちょっと簡単過ぎるというか、そのような

懸念があって、実際に本当に一般道路と同じじ

ゃないかということなんで、これはやっぱり相

当これからも力を入れていただいて、置賜道路

の関係の同盟会がありますので、そこらも一体

的に活動いただけないか、これは県のほうにプ

ッシュをいただきたいなと思います。 

 先ほど市長から、川西メディカルタウンの関

係、お話がありました。当時、あの場所に移っ

た際に私も関わってたのですが、実際にあの朝

日幹線の課題がすごく大きかったんです。渋々

というか、基本的に当時ドクターを持ってるの

は長井市しかいなかったんです。それがなけれ

ばできなかった病院なのにもかかわらず、県が、

どうしてもやっぱり広域という部分で、できる

限り南陽市、川西町、長井市の中間に持ってい

きたいという思いが、当時やっぱり強かった位

置ということで、苦渋の決断だったと思います。 

 その地盤沈下の話は、当然昔から話はあった

んです。最上川の堆積土の土地だからというこ

とと、それから元宿川と現最上川の間に建てよ

うという話もあって、あそこは遊水地だろうと

いう、それを平気で県が提案してくるというそ

んなことがあって、ようやくあそこまで引っ張

ってきたんです。本来は長井市は、あの高台の

ブドウ団地だった、そこの部分が一番ベストと

いうことだったんですが、なかなか当時、やっ

ぱり経営状況が落ち込んでいた部分もあったの

で、渋々ということもあったんですが、あそこ

の部分は実は都市計画区域で特別区域になって

るんです。当時いろいろあって、結局あそこの

インターチェンジ部分を特別区域にして、都市

計画区域をそれで県が特別に設定したんです。

その思いを、今お聞きしますと、県は知らんぷ
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りで、市町村にお任せみたいな形になってるん

で、そこら辺も本来は開発関係も全て、やはり

もっと県が投げやりでなくて関わってくる話と

も思いますので、今後そこら辺の課題も精査し

ながら、ぜひお願いしたいと思います。 

 長井市全体の均衡の発展を考えるときに、以

前にも質問いたしましたけども、私は、やはり

梨郷道路の完成後に、市長の提案されましたい

わゆる高規格の348号、東北中央道の山形のい

わゆるスマートインターチェンジ付近のタッチ

という部分は、長井市全体の南北の発展を考え

ると、全体これは不可欠と思います。 

 今までは、どちらかというと、113号線の縦

軸の部分だけで県道整備と考えてたんですが、

今回は横軸ができるわけですから。それと、斜

めといいますか、横軸との最短距離の部分を評

価されて山形市長も同盟会の会長になられたと

私は理解してるんですけども、その部分につい

て、新たな開発というか、地域発展、それから

新たな魅力の創出とか、そういう部分では87号

の改築もそうなんですけども、新たな高規格の

整備というのが、もうこれは喫緊に急いでいた

だきたいと思いますが、最後に、ここら辺の部

分について市長がどのように思いを描いていら

っしゃるか、ご提案も含めてお伺いをさせてい

ただきたいと思います。 

○浅野敏明議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 鈴木一則議員がおっしゃるとお

り、これから長井市の均衡ある発展などを考え

た場合、まずは287号線と348号線は今泉から

348号線は長谷堂までなんですね、そこが起点

になってますが、287号が荒砥までダブってる

んですよね。今回は348号線のいわゆる高規格

化の期成同盟会を山形市長も了解いただいて会

長になっていただいて、白鷹町と長井市で副会

長、あとは、小国市と飯豊町と川西町も入って

いただき、あと、南陽市と上山市も入っていた

だいたと。 

 一番理想的な形は、梨郷道路が令和５年度に

今泉で現道とぶつかります。そこから、歌丸を

通って時庭に入って、泉からどうなるかですけ

ど、平野のほうに入って、それから西根、致芳

で、いわゆる重要物流道路の部分も含めて、あ

かしあ産業団地のところまでつなぐ、そして、

南バイパスを、今からもう１本道路となります

けども、やっぱり延長して学習プラザの近くあ

たりで一本化したほうがいいんじゃないかなと

思ってるんですね。そうしますと、県土整備部

長なんかにも、あるいは東北地方整備局なんか

にも、ぜひ、いわゆる高規格道路のもう一つ１

本違った線ということで、348号線を東北中央

自動車道の山形中央と上山のところにスマート

インターができますんで、そこにつなげるよう

にということでお話しして、そういう考え方も

ありだというんですね。 

 ただ、これは県の管轄の国道ですので、いわ

ゆる県が国に対して要請すれば国が動けるとい

うことですから、やっぱり国が事業として取り

組んでいただいて、それに県とか、場合によっ

て我々市町村も負担をして規格の高い道路を造

れば、今の348号のルートは当然変わって、荒

砥まで行かずに手前から山のトンネルとか橋で

行けば長井市から30分、そういうことで描ける

んじゃないかと思ってまして、これらについて、

長井市は今まで新しい道路で自ら提案したこと

ないんですね。国や県から言われて、例えば

287号のバイパスだとか森バイパスだとかはあ

りましたけど、今ここに来て、やっぱり高速交

通ネットワークがないのは長井市だけですので、

ぜひそれを今の道路の課題解決も含めて、もう

１本、西廻りの幹線道路みたいな形でつなげて

348号を生かしていきたいなと考えているとこ

ろでございます。 

○浅野敏明議長 １番、鈴木一則議員。 

○１番 鈴木一則議員 産業振興も含めて、企業

進出など、将来的にきちっとそういうところを
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見据えていくということが必要なので、今後、

市政運営にさらにご期待申し上げますので、よ

ろしくお願いしたいと思います。 

 以上で私の質問を終わります。 

○浅野敏明議長 なお、鈴木一則議員から早退さ

せてほしい旨の届出がありましたので、ご報告

いたします。 

 

 

 鈴木富美子議員の質問 

 

 

○浅野敏明議長 次に、順位２番、議席番号10番、

鈴木富美子議員。 

  （10番鈴木富美子議員登壇） 

○１０番 鈴木富美子議員 おはようございます。

清和長井の鈴木富美子です。３月定例会は会派

を代表して質問させていただきます。 

 冬季オリンピックが終わりました。長井市出

身の鈴木沙織選手は残念ながらメダルには届き

ませんでしたが、日本の代表であり、長井市の

誇るべき選手であると思います。ふるさとの環

境があるからこそできたことだと私は思ってお

ります。未来の子供たちに、ふるさとのよさを

私たちがしっかり伝えていかなければならない

と思いました。 

 そして今日から冬季パラリンピックの開会で

す。スポーツは平和の祭典と言われております。

しかし、毎日ロシアとウクライナの様子が報道

されています。こんなことがあっていいのだろ

うか、多くの市民、将来ある子供たちまで巻き

込んで、耳を疑いたくなります。一日も早く停

戦になることを祈るばかりです。 

 話は変わりますが、今年の冬は例年にない大

雪に見舞われ、雪かきに追われる生活でした。

除雪費も約４億円強に膨らみ、排雪場所の野川

橋付近は埋立地のようになり、この雪が本当に

消えるのだろうかと心配になります。こんな状

況の中、昼夜問わず除雪、排雪作業をしていた

だいた皆様に心より感謝申し上げます。早く春

が来ること、そして新型コロナウイルス感染症

が終息することを願っております。しかしなが

ら、ガソリン、灯油、食品などの高騰が止まり

ません。これからどうなるのだろうかと不安に

なる要素がいっぱいありますが、令和４年度に

向けて明るい希望を持ち、市民の皆様が幸せに

暮らせるまちづくりに邁進したいと思います。 

 それでは、質問に入ります。大きく２つの質

問をいたしますので、明確な答弁よろしくお願

いいたします。 

 １つ目は、公共複合施設についてお聞きいた

します。 

 令和３年５月に新市庁舎が開庁、長井市民文

化会館の改築、給食共同調理場の新築、公立置

賜長井病院においては今年の５月連休後にプレ

オープンを迎え、診療開始となります。第五次

総合計画の後期基本計画及び第２期総合戦略に

基づき、年度内の整備完了を目指し整備を進め

ているとお聞きしております。令和５年７月に

は、子育て世代活動支援センターと多機能型図

書館の機能を持つ長井市公共複合施設、仮称、

長井市遊びと学びの交流施設が完成する予定と

伺っております。 

 公共複合施設について８つの質問をしますの

で、よろしくお願いいたします。１から５につ

いては技監にお願いいたします。 

 １つ目は、今年の冬の大雪による工事の遅れ

や除雪費の費用などに影響はなかったのか、お

聞きいたします。 

 ２つ目は、新型コロナウイルス感染症の影響

により、海外生産品の納入遅れが話題となって

おりますが、公共複合施設の現場におきまして

資材等の確保、材料の高騰などの影響はなかっ

たのか、工期や費用に影響はないのか、お聞き

いたします。 

 ３つ目は、今年度末の進捗状況をお聞きいた


